
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和４年１０月５日（水） １２：５５～１３：４５ 

２ 学 年  第３学年１組 （男子１４名 女子１７名 合計３１名） 

３ 場 所  本館３Ｆ ３年１組教室 

４ 単元について 

○ 教材観 

本単元は，中学校学習指導要領（平成２９年）第３学年「C.読むこと」の指導事項「イ 文章を

批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えること。」「エ 文章を読

んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもつこと。」，「言

語文化(3)」「オ 自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解するこ

と。」を受けて指導する。 

「故郷」は，二十世紀前半の中国を舞台とした作品である。母国の人々の精神を改革するため文 

学が有用だと考えた魯迅が執筆した作品である。時代も国も違う本作品は，現代を生きる中学生は

理解しにくい部分もあるだろう。しかし，登場人物の心情や人物の描写を丁寧に読み取っていくこ

とにより作品への理解を深め，社会や人間の生き方について自分の意見をもたせることをねらいと

して設定した。 

 

○ 生徒観 

本学級の生徒に，読書や授業で行う物語の読解についてアンケートを行った。 

読書（小説を読む）は好きか。  好き ２２名 ・ 嫌い  ７名 

国語の授業で行う物語の読解は得意か。  得意  ４名 ・ 苦手 ２５名 

 

  読書が好きだと回答している生徒は全体の約７６％もいたのに対し，読解が得意だと回答した生

徒は１４％にも満たない。読書が好きだと回答した生徒の理由は，「場面や情景などを自分の頭の

中で自由に想像できるのが楽しいから。」「実際できないようなことも人物になりきって想像できる

から。」など，読書を通じて自分では経験できないようなことを追体験することにワクワクしてい

るようだ。しかし，授業での読解となると，「自分が読みたい分野でないので興味がもてない。」「面

白くない。」という理由から苦手と答えている。イメージを広げる前から拒否反応が出ているよう

に感じられる。 

 

○ 指導観 

指導に当たっては，二つの大きな柱を設定している。 

一つ目は，脚本化である。読みを深めるためである。「故郷」では，時の流れによって変化した

人や人間関係を読み取らせていくことが重要である。脚本化するという明確な目標をもつことによ

り，台詞のみならず地の文章，行間をじっくりと読むことが期待される。登場人物の人物像，心情，

作者の意図をしっかりと読み取らせたい。また，脚本を交流することによって，互いの学びを深め

ていきたい。 

国語科 第３学年 尾道市立日比崎中学校 指導者 石堀 直子 

   

 

 

 

 

題
材
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

（教科）思考力（学校）表現力，コミュニケーション能力，主体性 

 

 

「   故郷   」  
～４５分でわかる 魯迅の「故郷」～ 

～ 



二つ目は，「ブック イントロダクション」，つまり，作品の紹介である。理解を深めるためであ

る。人に解説するためには，作品を完全に理解していなければならない。人に教えると，「理解し

たつもり」となっていた事柄を，もう一度頭の中で整理して，人に伝わるように説明することがで

きるのでより理解が深まる。 

アメリカ国立訓練研究所が発表した学習定着率の高低をあらわした図である「ラーニングピラミ

ッド」によると，学習定着率が一番高い手法は，「他の人に教える」ということである（90%）。そ

のあと「自ら体験する」(75%)，グループ討論（50%）と続く。今回の授業では，この上位三つのア

クティブラーニングを組み込み，効果を狙っていきたい。 

ワークショップ型の授業を展開することにより，スムーズに小説の中に入り込んでいかれるよう

にしていきたい。 

 

 

 ５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は，「表現力，コミュニケーション能力，

主体性」である。この目指す資質・能力を育成するためには，各教科・領域等の授業における「展

開場面」において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に，

生徒が主体的に活動するためには，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であ

ると考え，研究を重ねている。 

本題材においても，本校では「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」を行い，少人数班

で考えを何度も練り直させ，思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるス

タイルをとっている。 

資質・能力 
知識・スキル 意欲・態度 

授
業
の
展
開
の
場
面
で
（
ミ
ニ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
を
使
用
し
て
） 

表現力・コミュニケーション能力 主体性 

レベル１ 

（話す speak） 

〇自分の考えや意見を，自

分のことばで表現するこ

とができる。 

（聞く） 

〇相づちを打ちながら，

途中で口をはさまず，

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問するこ

とができる。 

 

〇課題に対して，自分の

考えを持ち，取り組も

うとしている。 

レベル２ 

（話す tell） 

〇自分の考えや意見を根拠

を挙げて，相手を意識し

ながら，適切な方法で表

現することができる。 

（聴く） 

〇相手の話の組み立てや

構造を考え，話の意図

や要点を整理しながら

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて，内容を深

めるために質問ができ

る。 

 

〇課題に対して，自分の

考えを持ち，自ら進ん

で取り組もうとしてい

る。 

レベル３ 

（話す talk） 

〇自分の考えや意見を，根

拠を挙げて分かりやすく

まとめ，目的や場に応じ

て，適切な方法で論理的

に表現することができ

る。 

（訊く） 

〇相手の考えについて，

根拠の信頼性を判断し

ながらきき，話された

内容と自分の意見をふ

まえて共通点や疑問点

を明確にし，相手にた

ずねることができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問をした

後に，自分の意見を述

べ，内容をさらに深め

ることができる。 

 

〇自ら課題を見つけ，自

分の考えを持ち，より

よい方法を選択し，自

ら進んで取り組もうと

している。 

レベル４ 自らが司会をして，少数意見を尊重しながら，臨機応変に対応し，話合い活動ができる。 

 



６ 単元目標 

第３学年  ２ 内容〔思考力・判断力・表現力〕より 

○ 自分の考えを明確にし，相手に伝わるように論理の展開などを考えて，話の構成を工夫する。 

                                      【話す イ】 

○ 表現の仕方を考え，自分が読み取ったことや考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫す

る。                                   【書く ウ】 

○ 文章に表れているものの見方や考え方について考える。 

                                     【読む イ】 

○ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会について，自分の意見をもつこと。 

                                     【読む エ】 

 

７ 評価規準 

 

８ 指導計画（全１０時間） 

教科・領域の本質的な問い 

・どんなことが文学的な文章を読むときに大切か 

 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

・自分の生き方や社会との関わり方を支える

読書の意義と効用について理解している。 

 

              

・「話すこと」において，場の状

況に応じて言葉を選ぶなど，自

分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫している。 

・「書くこと」において，目的や

意図に応じた表現になっている

かなどを確かめて，文章全体を

整えている。 

・「読むこと」において，文章を

読んで考えを広げたり深めたり

して，人間，社会について，自

分の意見をもっている。              

・積極的に場の状況に応じて言葉

を選び，学習課題に沿って伝え

ようとしている。 

・積極的に学習の見通しをもって 

 脚本にまとめようとしている。 

              

過
程 

時
間 

学習内容 
重 
点 

記 
録 

評価規準 
資質・能力 
（評価方法） 

課
題
の
設
定 

１ 

「故郷」のＣＤを聞き，

全体の内容をつかむ。 

（１時間） 

態 〇 全体の内容をつかみ，作者に

ついて調べ，まとめようとし

ている。 

【主体性】（観察・ワーク

シート） 

単元を貫く問い（探究課題の萌芽） 

『ブック イントロダクション』～故郷を知らない人にこの作品を解説するにはどうしたらよいか～ 

整
理
・
分
析 

２ 

作品の時代背景や社会情

勢を踏まえて，心情や考

えを読み取る。 

（１時間） 

思 〇 時代背景や社会情勢につい

て理解した上で，登場人物の

心情や考えを読み取ろうと

している。 

【主体性】（観察・ワーク

シート） 

【思考力】 

（ワークシート） 

３ 

「紺碧の空」「金色の丸い

月」が象徴するものをと

らえる。 

（１時間） 

思 〇 描画ツールで絵を描きなが

ら，「紺碧の空」「金色の丸い

月」が象徴するものをとらえ

ようとしている。 

【主体性】（観察・クロム

ブック・ワークシート） 

【思考力】 

（ワークシート） 



 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ○文章に表れているものの見方や考え方について考える。 

 

（２）本時の評価規準 

  ・他者に伝わるように自己の学びを発信するだけでなく,他者の発表を聞き,自分の考えを深め 

   ようとしている。（思・判・表） 

 

（３）準備物 

  ・教科書 ワークシート chromebook 

 

（４）学習の流れ（６時間目／全１０時間） 

 

４ 

故郷の様子や登場人物の

変化をとらえる。 

（３時間） 

【本時 ３/３】 

思 〇 登場人物の心情を理解し,表

現の工夫をしながら脚本を

作ろうとしている。 

【表現力】【思考力】（ワー

クシート） 

５ 

「私」が抱く「希望」や

望む社会について考えよ

う。 

（１時間） 

思 〇 私が考えている「希望」や望

む社会の在り方などについ

て捉えようとしている。 

【思考力】 

（ワークシート） 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

６ 

「故郷」を読んだことが

ない人に ,この作品を解

説しよう。 

（３時間） 

思 〇 話の構成を考え,他者に伝わ

るように自己の学びを発信

するだけでなく,他者の発表

を聞き,自分の考えを深めよ

うとしている。 

【表現力】【コミュニケー

ション力】 

（観察） 

単元を貫く問いの終結 

 登場人物の思いを知り作品の理解を深めるためには，追体験をすることが有用であることを知る。 

過

程 学習活動 

指導上の留意事項（〇） 

予想される生徒の反応（・） 

支援を要する生徒への手立て

（◆） 

評価規準〔観点〕 

★資質・能力【評

価方法】 

 １ 課題の把握［１０分］ 

導 

入 

前時に作成した脚本を見直し,演技の練 

習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇各班を回り,アドバイスを与 

 える。 

 

 

 

 

ねらい 

「私」とルントウの間にある「悲しむべき厚い壁」について考えよう。 

学習課題 

登場人物の思いを追体験するために,心情を考えながら演じよう。 



 

ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 演じたり,他の班の発表を見たりして,「悲しむべき厚い壁」とは何か,

いつ生まれたのか自分の考えをもつことができる。 

B（合格） 「悲しむべき厚い壁」を理解し,いつ生まれたのかは解説を聞くことによ

って理解できる。 

C（乗り越えさせたい実態） 「悲しむべき厚い壁」の内容を理解できる。 

 

 

 ２ 課題の探究［２０分］ 

展 

開 

 

前 

半 

少人数班で,「私」とルントウとの再会 

シーンの脚本の発表をする。（演じる） 

 

 

〇自分が演じたり,他の班の発 

 表を見たりしながら,「悲しむ 

べき厚い壁」について考える 

ように伝える。 

・「A 班は,『私』がルントウ 

 を一目見たときから『壁』を 

 感じているように演じている 

 けど,B班は,『私』はルント 

ウに『旦那様』と言われて初 

めて『壁』を意識し始めたね。」 

 

 

 

 

 ３ 課題の解決［１０分］ 

展 

開 

 

後 

半 

各班で次の二点を話し合い,ホワイトボ 

―ドに記入し,発表する。 

・二人の間に生まれた「悲しむべき厚い 

壁」とは何か。 

・「私」は,なぜこのような壁ができた 

 と感じたのか。 

〇壁を感じるようになった理由 

 については,「私」がきっかけ,

ルントウがきっかけの二通り

の解釈があることを伝える。 

 

 

［思・判・表］ 

話し合い 

発表 

 

 

 

 ５ 課題解決について発表をする。［10分］ 

ま 

と 

め 

 

 

 

 

 

 

  

○振り返りを書く。 

 

  

生徒の振り返りの例 

・各班の演技を見て,「悲しむべき厚い壁」がいつ生まれたのかの解釈の違いがわかって興味深か

った。 

予測される生徒の考え 

Ａ評価 「悲しむべき厚い壁」とは「身分や境遇の違い」で，大人になったルントウ 

    が社会的関係において自分が下位であることを意識したことによって生ま

れた。（再会したときの「私」の反応をルントウが見て，「私」の中に壁を感

じたことによって生まれた。） 

Ｂ評価 「心の壁」（「壁」が指すものを捉えることができていない。） 


